平成２３年度　第２回　子ども権利委員会会議要旨
Ⅰ．開催日時　：　平成23年８月３０日(火)午後３時～５時１０分
Ⅱ．場所　：　市役所　３０３会議室

Ⅲ．出席者　：　子ども権利委員会　　　　　委員長、副委員長、委 員７名（欠席委員１名）
事務局 　　　　　　　　　   健康福祉部子ども担当部長、子育て支援室長、

子ども政策室長、子ども相談員
Ⅳ．内容

１．委嘱状の交付

人権擁護委員の選出者の交代による委嘱状の交付
２．委員長あいさつ

３．議事進行

①　ばりっ子すくすく計画の見直しについて
事務局より配布資料説明

資料１　　前回（4月21日開催）の会議内容（これを要約ものを市ホームページに掲載）

資料２　　「ばりっ子すくすく計画」の行動計画・行動指針（見直しの際の資料として使用）
・　具体的施策の進捗状況（内部評価）について

資料３　　ばりっ子すくすく計画の具体的な事業の担当室の内部評価

（関連事業の総表、すくすく計画の施策体系にまとめた集計表、各事業の今後の課題の集計、80％未満の達成率の事業とその課題）
・　アンケート調査の集計について

資料４　　子どもの権利に関するアンケート調査集計

（調査対象は、小学2年生・5年生、中学2年生。保護者、市内小中学校の教職員、市職員で回収件数　　4,700件）
　　　　　　事務局より、集計結果及び自由記載の分析を報告する。
・　各行動計画・行動指針の見直し
○教職員に対して、自分達の勤務している学校の中で、いじめが起こっているかという調査を行っても良かったのではないか。前回のアンケートと比較をしているが、前回に調査をした生徒は進級しているため、学年を合わしても回答する意識はずれが出てくる。できることなら、小1から中3年まで同じようなアンケートがとれると、もっと細かいところまで踏み込んだ結果が見えてくると思う。

○いじめの概念は、小学校の学年によっては全然違う。中学校では、いじめる・いじめられる質も変わってきている。中学生くらいになれば、親に言えない内容までいじめられているという現実があり、友達や先輩に相談する子はまだ救いがあるが、誰にも言えずに自分だけで悩んでいる子もいる。学校でいじめについて、どこまでをどう線引きしているのか、ちょっとしたことでもいじめられたと思う子どもがいる中で、学校現場で先生が気付かず、子どもを追いやってしまっている原因もあると感じている。そのことも含め教職員にもっと踏み込んだいじめという定義の調査ができたら良いと思う。

○学校でのいじめの定義は、受ける側がどう捉えるか。辛い思いをしたというように捉えるものについては、はっきりいじめの対象であるという概念で、いじめの部分を受け取っていくという判断がされ、そういう指導も小中学校問わず行ってきている。そうしたことから、子どものアンケートで、いじめを受けた者が、いじめを受けたんだと捉えるのが多いから即、辛い思いの方が増えてきているというのではなく、そういうもの自体、いじめと捉えているんだ。これはいけないことなんだ。という捉えをはっきり判断出来る力が付いてきていると思う。だから、そう捉えるということは何かあった時にはそれを正していこうと向かうだろうし、担任や他の先生にも訴えようとする動きに繋がってきている。

○昔のいじめられ方と今のいじめられ方は違ってきていると感じている。低学年の頃は、言葉的にも行動的にも軽いものであるが、中学生になってくると、この子と限定してピンポイントでいじめてくる。いじめている側とかいじめている周りの人やいじめを見ている人は、何も問題を感じていないが、いじめられた人間というのは一生覚えている。いじめられた人間にしかいじめという認識が結局ない。どんな小さなことでも残ってしまうことがよくないことである。だから、そこのことを見る限り、その頃よりはよくなったかなと感じる。先生に相談できたり、色んな子に相談出来るということができているのがいいのかなと思う。しかし、相談出来ない子がまだ何％か残っているわけで、そこのところを助けるというのが、どういう風にしていくのかが課題であると思う。

○回答の中で、義務が先か、権利が先かというような意見が出されているが、私は権利の方が先だと思う。いじめは、具体的には時代とともに変わってきている。また、「名張市子ども条例や子ども権利委員会が必要なものなのか」といった意見もあったが、こういう理解をして頂いてない市民にどう理解してもらうかというのを踏まえながら啓発・研修をしていくことが必要でないかと考えている。

○子ども条例のリーフレットは、このアンケート調査をした後ぐらいに、小中の高学年に対して全員にリーフレットを配った。家庭には、子どもを通してということなので、目を通していただいている方もおられると思うし、授業で取り扱っているところもあるかと思う。

○民生委員児童委員にもその会合の際に、子ども条例とばりっ子すくすく計画の説明をさせて頂いた。その中で、企業や地域への周知についての指摘を頂いた。市民の方への啓発をどうやっていくのかという部分も踏まえ、計画の見直しを検討して頂きたい。

○名張市の「まち」では、子どもが一人もいないところがあり、そこで、まだ伝統の神輿というのが残っており、中学校の生徒を30人ほど借りて、子ども神輿をつって、10年程継続している。そうしたことで、どこの子ども神輿も太鼓台も色んな昔の伝統行事を継続させている。こういうことも大きな１つの授業にもなってくると思う。子どもはやはり皆が逞しくてきっと大きくなったら立派な人間に育っていくという、我々がそういう気持ちでしっかりと子どもを見つめながら、頑張っていけたらと思っている。
○地域の子どもがゼロになってしまった要因は、結婚して、名張市内にはいても、他の町に移ってしまうことだと考えている。色んな町や村が名張にはたくさんあるが、大抵がそういう状態で出ていく人が多い。それは、地元に残るというのか、積極的に外に出て行けというのかは、教育によっては変わってくることでもあるが、現実に名張でしっかりと働ける場所があるというのも１つの大きな要因である。大きな働く場所があったら名張で一緒に働いて子どもを育てていったら、それなりの人口が増えてくる。そのためには、名張市のＰＲも、もう少し住み良い、働き良い、誰にも気楽に一生懸命に頑張れるまちづくりというか、そういうことをしたら、そう減ってしまうようなことはない。
○今ワークライフバランスの取り組みとして、企業をどんなに巻き込んでいくか、これを重点的にやっていかないと、女性が引き続いて就職出来ないので保育所の入所の手続きが増えてくることになる。出産後6ヶ月から1歳くらいの乳幼児がどんどん予約されるので、企業が積極的に育児介護休業法を理解して、その取組をやっていないと、いずれは行政がパンクしてしまう。
○「自分についていいなと思っていますか」と、「周囲の人から大切にされていますか」という設問の、中学生を対象とした回答は、思春期や反抗期として考え方が反映しているように思った。その子どもの精神的な発達というのも踏まえてアンケートを見ていくとまた違う見方が出来上がってくる。

○このアンケートは、今回、一応分析の形だけまとめて提示させていただいた。今後、ありのままの数字を真摯に受け止めながら、当たり障りないような言葉にしてまとめさせて頂きたい。

○発達障害の場合は、専門的な療育を入れると確実に良くなる治らない病気ではないので、早期に発見して早期に治療していくために、子ども発達支援センターを立ち上げることとしている。医療と福祉事業所と行政が一体となってサポートしていくという取組を考えている。そういうところで小学校行く時に健全な子どもで小学校へ繋げるように、1人でも改善してあげるというのが非常に有効かなと思っている。そういった取組を計画の文面で直させていただきたい。もう１つは虐待の関係として、家庭児童相談員や子ども相談員だけではとても対応出来ないので、地域の保育所が地域の在宅保育支援が出来るようなマイ保育ステーションを造って、そこで専門的な保育士資格を持った職員が民生員と協力した取組をしていこうというところも文面で直させていただきたい。
○親の認識というか発達障害に対しての偏見がすごく大事なところであると思う。親が分かりやすく理解できるような周知啓発をしないと、自分の子どもに発達障害があると言われたら、周りの人にどう思われるやろかと考える親がいると思う。また、子どもの発達が気になっていても、それを隠そうと思ってしまう親がいれば、それが今後虐待に繋がったり、どんどん孤立というように繋がっていく。そのところのケアを行った上で、そういうことを防止するということを考えていくとよいと思う。

○発達障害が分かり、認定されることによって色んな動きが出てくるのは確かである。そこには行政としてケアできるものもあるが、周りの環境として同じ年の親がどう守り合える、支え合えることが出来るかということになると、ＰＴＡとかで意識付け、啓発していかないことには親が孤立をしてしまう。その上で現実の状況の中で感じるのは、今は小学校でそういった健診がない。小学校で保護者の中で色んな問題になってくるのは幼稚園・保育所まで少し気付いていても、そんなに変わってないと思い込んでしまい、それが小学校に上がってから分かってくる子が多いので、そういうところのケアも考えていけば、もっと確実なものとして作り上げていけると思う。

○保育所・幼稚園から小学校へ上がる段階で、ちょっと心配かなという子どもについては検査をしており、特別支援学級の対象になってくることについては情報交換を行い、小学校に特別支援の各コーディネーターがおり、チーフコーディネーターが巡回するようになっている。保育所・幼稚園から小学校へ上がってくる時にはきちっとチェックできる。しかしながら、保護者には、周りの目を心配されたり、父や母以外の家族の目があったりとかで、母親も特別支援学級へ入れてもらう思いはあっても、家族の中で十分な理解を得られないということがある。そうしたことを学校で話合うというような形で随時チェックをし、その子に合った支援の方法を考えていくという部分ではこれまでとは大分進んでいると思う。ただ、そうした対象の子どもが非常にどんどん増えているので、その対応として、特別支援学級の増設や、つばさ学園の方の定員というのがかなり変わってきているというようなことも聞いている。今度、それをどうフォローしていくかというのが大きな課題であると感じている。

○学校の先生は、そういう子に対してフォローに積極的な先生の方が多いですか。それとも、消極的な方が少ないですか。色んなところで話を聞かせてもらっていると温度差があるような気がする。
⇒各学校には、コーディネーターが配置されており、その人に相談を掛けているので、今はそんなに消極的ということはないと思う。

○今回議論していることは、全てこの「ばりっ子すくすく計画」に集約されていると思う。まさしくここを出発点にして、これで20年後30年後名張が変わっていったらいいことであって、だから今しっかりしていくべきである。もう1点は、調査とか検査とかで、経済的なことで断っている人もいるかと思うので、その辺の支援というか、その財政的な面も応援していかなかったら、魅力のある名張市にはならないと思う。今すぐには無理でも、その偏見を取って、先ほど言われた「あの子は悪い、怖い。」というのが先に出してしまうのは、今までの我々の時代の教育であって、それは我々ちょっとずつ人間という道徳的な人権の問題が進められてきて、今この自分自身があるのだろうなあと思う。そういうことを考えて今しっかり子ども達に権利があるということは、周りの他の人にも同じ権利があるということをしっかり踏襲していけばいいと思う。先般、テレビで三重県下の中学生の主張を放送していたが、出場していた子は、人権のことなどについて、それぞれ自分自身の主張をしっかり持っていた。そういうのを見ていると教育を行ったものが返っていっていると思う。それから名張の子で何が必要なのかということを考えると、個々の子どもがしっかり自分の人権のことを考えて、権利のことを考えて、絶対相手に当てはまるのだという義務の方に変わってくると思うので、ここでしっかりやっていって、あとは子どもにお金を掛ける行政をして頂いたら。絶対子ども達は返ってくると思う。

⇒ばりっ子すくすく計画の行動計画の分は、次回の会議までに一定の事務局案を出さしていただく。行動指針の方は、行動計画の修正や本日報告した実施状況やアンケート調査を踏まえて次回の会議にご意見をいただきたい。

②　その他

・次回会議開催日時

⇒次回の会議日程は、4月に、当該事項を11月ぐらいに一定の結論を出していくとさせて頂いたことから、9月の末くらいに会議の開催を考えている。そのため皆様方の日程調整をさせていたく。
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